
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　VDI．59　 No．6411 〜420 （2008）

飜
大阪府内の 女子大生親子世代 間にお ける食事マ ナ ー と
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　More 　people　now 　tend　to　eat 　at 　restallrants 　and 　to　eat 　readymade 　dishes　rather 　than 　home −made

dishes　at　home．1宅seems 　that　the　table　mam ｝ers　and 　s◎c重a呈manners 　of　the　yOung 　generation　in　public
on 　trains，　etc．　are 　different　from　those　of　their　parents ．　A 　questionnaire 　survey 　was 　therefore　conducted

仁odiscover 　the　differe籍ces　in　table　manners 　and 　social　manners 、　and 　the　relationship 　between出e　two，
between　the　young 　generatiQn　and 　their　parents．　The　questionnaire　involved　16　questions ，　half　of

wh1ch 　were 　rela 乞ed 　te　table　manners ，　and 撫 e　other 　ha揺to　social　manners ．　Students　of　wornen
’
s　unlver −

sides 　and 　tkeir　parents　were 　randomly 　selected 　for　the　survey ，　More　differences　were 　found　in　table
manners ，　the 　tab 晝e　manners 　of 　the　young 　generatiQn　not 　being　as　good　as 　those 　of　their　parents．　The

social　rnanners 　and 　perceptioll　of　manners 　of　the　young 　generation　were 　quite　different〔rom 　those　of

their　parents，　The 　survey 　results 　showed 　interaction　between　table　manners 　and 　social 皿 anners ．

　　　　　　　　　　　　 （Received　August　20，2007：Accepted　in　 revised 　form 　March 　7，2008｝

KeyWords ：table　manners 食事マ ナー，　 social 　manners

manner 　マ ナ
ー
意識，　 questionnaire　ア ン ケ

ート．
社会マ ナー，manners 　マ ナ

ー，　 sense 　of

　 1，緒 　　言

　マ ナ
ーの 語源は 「mani （手）で 扱 う方法」 （ジーニ

ア ス 英和 辞典）で ，身体 の 所作，行動を指す言葉 とい

え る．また マ ナ
ーとは 「所属 集団 の 文化が よ り望 ま し

い とす る行動様式，行動型 で あ り，か つ その 中 に他者

へ の 敬意 の 念 な ど が込 められ る 社 会的関係 をよ り円滑

化する習慣」 （現代学校教育大辞典） と述 べ られ る ．

人間の グ ロ ーバ ル 的思考と社会活動が展開され るとい

わ れ る 2ユ世紀で は多様で 個性的 な文化，思 考法が併存

し， 従 っ てそ の 多様性が尊重され る こ とが前提とな る ，

　多様性尊重には他者へ の 尊重が基盤とな る が，他者

と共有 して い る 公共の 場に つ い て 矢野 らは公共空 間，

公共的世界，「あい だ」の世界はマ ナ
ーに よっ て構成さ

れ，マ ナ
ーもまた 「あい だ」 の 世界 に よっ て 生 き生 き

と した実在性を確保で きる とし，合理性や効率性へ の

要請は 「あい だ」の 世界を破壊 して きたと述べ て い る
L），

　食事は家庭 ， 社会の公共空間 で展開 さ れ 人 との 関わ

りの 場と して 身近 で ，毎 日 3回繰 り返 し
一

生続 くこ と

か らも他の マ ナ
ーよ りも直 に 人格 に 反映する マ ナ

ーと

して 必然で あ り色濃 い 要素 を持 つ と 思 わ れ る，しか し

近年，社会状況変化 の影響を受け孤食
2）

な ど食卓の 場

は 公共空間で は ない 様相 も呈 し，また食の 社会化が進

み ，逆に家族で ない 他者 との公共空間で の食の場が広

が リマ ナ
ーの必要性は増 して い る ともい え る，

　
一
方で 電車内な ど，よ り公 共性 の あ る場 で の 若者の

マ ナ
・− 3｝

に従来とは異なる状況 も見受けられ，最近は
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表 1．マ ナ
ー

に 関する質問項目

食事マ ナー 社会マ ナ
ー

周囲 と食 べ る 速 さ をあ わ す

（食べ る 速 さ）

食事中にふ さ わ し くない 話をする

（ふ さわ し くない 話）

1 つ の 食べ 物 を分けずに画 し食べ する

例，1 つ の ラ
ー

メ ン 丼を分けず に食べ る

（回し食べ ）

嫌 い な もの を食べ 残す こ とがある

（食べ 残す）

ひ じを付い て 食べ る こ とが あ る

（ひ じをつ く）

食事中に ロ に物を人れ た まま話す

（口 に物を入 れ話す〉
い た だ き ます〆ご ち そ うさま を言う

（い た だ き ます）

テ レ ビを見 なが ら食べ る

（テ レ ビを見て）

近 所 の 人 にあ い さつ をす る

（近所 に挨拶〉

電車内で 他人 に 席を 譲る

傭 を譲 る〉

家 に帰っ た ら手を洗う

（乎 を洗 う）

駅な どの 公共の 場で 地面に 座 り込む

（地べ た座 り）

道や プ ラ ッ トホーム に 空缶 ・紙屑を捨て る

（紙 くず捨 て ）

日常の 電車内で パ ン や 菓子な どを食べ る

（電車で 菓子〉

電車内で携帯電 話をか け る

（電車 で 携 帯 ）

電車内で 化粧 を し
，

ブ ラ シ で 頭髪を整 え る

（電車 で 化粧）

下 線 の あ る項 目 は よい マ ナ
ーと認 識 さ れ る マ ナ

ー項 目，下 線 の ない 項 目 は よ くない マ ナ
ー

と認識 され る マ ナ
ー
項目、（ ）内は文章中の

一
部 に 用い た省略表現，

話題性に も事欠かな い 様相 があ る．マ ナ
ーと親子の 関

連性 に つ い て 食生活 に 関す る世論 調査 （NHK ）で は

今 の 若 い 人が結婚 して 子どもを持 っ た ときに食事に関

する しつ けや マ ナ
ーに関し注意する こ とが少な くな る

との予想が見 られ る
“ ．また今まで に現代若者に お け

る食事 マ ナ
ー

の 行動や意識 の 検討 は 見受け ら れ る
5 凶

が ， 社会マ ナ
ー

との 関わ りを見た もの は見当た らな い ．

本報で は食事 マ ナ
ー

を検討す るにあた り，食事以外の

よ り公共的な意味合い を持つ マ ナ ー，即ち最近よ くH
に して変わ っ て きたと感 じられ る電車内で の マ ナーな

どを社会マ ナ
ーととらえ，対比して み る こ とで，身近

で普段目にする 日常的な マ ナ
ー

が どの よ うな意識 ・対

応と な っ て きて い るの か現状 を分析 し，親子世代間 の

マ ナ
ー

の 違い を知 り，食事マ ナ
ー

の 動向，関連性を考

察 し今後の食教育を行う上 で の手立 て と した い ．

　2，方　　法

　（1） 調査方法 ・実施時期 ・対象者

　自記入，留め置きに よ る質問紙調査法を用 い ，調査

は 20 3 年 6 月 に 行 っ た ．

　調査対 象者 は子世代 と して 大阪府内 の女子 大学生

（1 校，86 名〉お よ び短期大学生 （3校，455名〉と そ

の 親世代 ， 各　541名 ， Et　1，
082名 （回収率親 77．196

，

50 （412）

子 77．8％） と した ．有効 囲答数 は 親世代 417名 ， 子

世代 421名 で あ っ た．調 査対象者の 性別 は親世代，男

性 5．  ％ ，女性 95．0％，子世代はすべ て 女性，年齢構

成は子世代，18−19 歳 90．5％ ，20歳 9．5％ （短大生

81．2％，大学生 は 1 年生 の み で 18．8％ ），そ の親世代，

38−44 歳 21．5％
，
45−49 歳 49．6％

，
50−54歳 24．0％ ，

55歳以上 4．896であ っ た．集計 には下宿 の 学生 i8 名

（4．3％）も含む．

　｛2） 調査内容

　調査内容は食事マ ナ
ーへ 関連する と思われ る基本的

質問項目お よ びマ ナ
ー内容質問項目 とした，基本的質

問項目 は性別 ，年齢，祖父母 との 同居経験の 有無 ， 子

供 時代 の マ ナ
ー

に関す る 家族 か らの 注意の 有無 を 「よ

く注意され た」「ときどき注意された」「あまり注意 さ

れない 3 の 3 カ テ ゴ リ
ー
，性格特性 として 社交牲 ・協

調性 ・従順性自覚の有無を 「は い 」「い い え」「どちら

ともい えな い 」の 3 カ テ ゴ リー
設定 し，食事状況を最

近 1週間 の 形態別 （内食 ・外食 ・欠食〉の 食事回数 ，

家族 ・友人 との 夕食回数 と して 圓答を得た ．マ ナ
ー内

容 質問項目は 日頃 ， 日常 場面 で よ く目 に す る一
般 的 な

マ ナ
ー

で ，最近特に変化して きたと思われる食事マ ナ
ー

と社会的なマ ナ
ーを多種想定した中か ら，それぞ ft　8

項 目 を選 び 設定 した （表 1＞．そ の 際 ， 項鼎内容の 偏

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

大阪府内の 女子大生親子世代間に お ける食事マ ナ
ーと社会マ ナ

ー
の 現状 と意識

りを少なくするため に，マ ナ
ーに 関 し分析 した奥田

5 ），

花井
6 ）

の 4 分類 （  他者へ の 配慮   健康   美意識

  倫理感）を参考に ，想定 した項目を 4 分類 した後，

分類 ご と に 2 つ 選定 し 8 項目 と した ，各マ ナ
ー
項目 に

対する行動の頻度は段階尺度 「よ くする」「時々する」

「あまりしな い 」「しない 」 の 4 カ テ ゴ リ
ー

t その 行動

をどう思 うか の 自分の 意識 は 「よい 」「よ くな い 」「ど

ちら と もい えな い 」の 3 カ テ ゴ リ
ー
，他 者が して い る

の を見 て どう思 うか とい う他者へ の 意識は 「気に な る」

「気にならない 」 の 2 カ テ ゴ リ
ーを設定 した．

　（3） 調査結果 の 解析

　集計解析 に は SPSS （V11．5） を用 い ，ク ロ ス 集計

結果は親子間の カ イ 2乗検定，相関分析 を行 っ た，検

定を行うにあた っ て ，行動頻凌 につ い て ，「しな い 」

とい う頻度の 高か っ た マ ナ
ーで は 「よくする」の デ ー

タ数が ，「よ くする」 の 頻度 の 高か っ た マ ナ
ー

で は

「しない 1 の デ
ー

タ数が 5 未満 の 項尽が見 られたため

「よ くする ・時々 する」「あま りしな い ・しない 」の 2

区分と して表示，検定を行 っ た．質閥 は，主 と し て常

識的に 「よ くな い 」 と 認識 されるマ ナ
ー

項 目で ある が，

「よ い j と認識 され る マ ナ
・．一
項目 （食事 マ ナ

ー 2項目，

社会マ ナ
ー3 項目） も入 っ て お り，それらは表中に 下

線 を引 い て示 した，「よい 」 と認識 され る マ ナ
ー
項 目

に つ い て ，他者が し て い る の を見て どう思 うか とい う

他者 へ の意識 は質問 の受け止 め方 に相違が見られた の

で 記載か ら省い た．

　3．結果および考察

　（1） マ ナ
」 項目の 行動 と意識の親子間比較

　食事マ ナ
ー，社会マ ナ

ー各 8項 目の 行動，意識，他

者へ の意識の親子聞対比を表 2 に示す．マ ナ
ー項 目は

い ずれ も子世代の 行動を 「する」率 の 昇Jrl頁に並べ ，他

はそれ に従 い 表示 した．食事マ ナ
ー

につ い て 『い ただ

きます』の マ ナーは，親子間の行動に有意な差は見 ら

れ な か っ た が
， 他の 食事 マ ナ ー一はすべ て 子 の ほ うに

「よ くな い 」 と認識 され る マ ナ
ー一を 「する1 （「よ い 」

と認識 され る下線の ある マ ナ
ーに つ い て は 「しない 」）

が 多く有意な差が 認 め ら れ た、あ なた は そ の 行動をど

う思 い ますか とい う意識 につ い て は 「よ くな い 」と認

識 され る マ ナ
ー

を 「よ くな い と思 う」（よい と 認識 さ

れ る マ ナ ーは 「よい と思 う」）が子の ほ うに低 く，8

項目中 4 項目で有意に低か っ た．それ らの マ ナ ーを他

者が する の を見て あなた は どう思 い ますか とい う質問

にお い て は 「他者 の 行動 は気 にな らな い 」は子 に多く

な り，全 て の項 目で 有意な差 が見 ら れ た．社会 マ ナ
ー

におい て も 「よ くない 」 と認識 されるマ ナ
ー

を 「するj
（「よ い 」と認識 され るマ ナ

ー
は 「しな い 」）が子に 多

く，8 項目の 行動すべ て に有意な差が認 め られた．そ

れ ら社会 マ ナ
ーを 「よ くない と 思 う」は子で低 く，

「他者の 行動は気 に な らな い 」は子 に多く，各3 項 目

の 意識 に有意な差が認め られた，こ の こ とか ら食事マ

ナ
ー
，社会マ ナ ーともに親世代 の ほ うが全体に マ ナ

ー

が よ く， 行動 に お い て子世代 は親世代と比較する と マ

ナ
ー

の よくな い 者が多い とい える，また有意な差が認

め られ る項目数は意識 に お い て行動の約 1／2 に減る こ

とか ら意識よ り行動に親子間差が 生 じてい る と もい え

る．親世代が行動でマ ナ
ー

が よい の は食物 が豊富 な時

代 とは い え親は食べ 物へ の関わ り度 も長 く，従前から

の 食べ 物は大切に とい う教えや気持ちの 反映があるか

らとも考える，親子 とも，よ くない と認識 され る マ ナー

を 「よい と思 う」（よい と認識 さ れ る マ ナ ーは 「よ く

ない と思 う」）は低か っ た （1〜7％ ）が，「どちらとも

い えない と思 う」 の 占め る捌合が 多くなる の は食事マ

ナ
ー

の 『回 し食 べ 』『食べ る速 さ』『テ レ ビ を見て』の

3 項目，社会 マ ナ
ー

で は食事 マ ナ
ー

に 比 べ る と少な い

が子に は多 く 『電車で 菓子』『電車で 化粧』の 2 項目

で あ っ た．また 「他者の行動は気 に な らない 」は食事

マ ナ
ー

の 『回 し食べ 』『食べ 残す』『テ レ ビ を 見 て』の

3項 目で多くな っ た ．こ れ らは よ くな い と認識される

マ ナ
ーを 1する」 の 多い 項鬪で もあ っ た．こ れ らの こ

とか らマ ナ
ー
行動 と い うの は意識的 に 「よくない 」と

思 い つ つ 行動を して い るわけで はな く 「どちらともい

えな い 」程度の 価値判断の 中 で実行さ れ，また他者が

そ の行動を し て い る こ とに対 して 「気に ならない 」，

即ちまず容認する意識が伴っ て 自分も実行する もの と

推察する ．食事 マ ナ
ー

の 『ふ さわ しくない 話』『ひ じ

を つ く』『匝 し食 べ 」『テ レ ビ を見 て』，社会 マ ナ
ー

の

『地 べ た座 り』『電車で菓子』「電車で化粧』は，行動 ・

意識 とも親子間で 有意な差が認め られ た．こ れ ら は 近

年 目にする よ うに なっ た親世代は行動 しな い ，子世代

中心 の 行動項 目ともい え世代 の 違 い が 伺え，電車内の

社会マ ナ
ーに は

， 他者の 行動が気に ならな い し自分 も

他者 の 目を気 にしない とい う他者へ の 無関心さが見 出

される．マ ナ
ー

行動 は 対人行動 で ある こ と が前提 で な

され る が，繁忙な現代都市様相の 中 で は 自分 と闘係 の

な い 電車内の他者は人 とみな しえな い ，また人とみな

さ ない 合理性で他者へ の 関心や 積極性をな くし，程よ

い 「あ い だ ．1の 世界 の 形成 もな く，反 っ て 公 共意識そ

（413＞ 51
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大阪府内の 女子大生親子世代間に おける食事マ ナ
ーと社会マ ナ

ー
の 現状 と意識

の もの を乏 しくして，子世代 に マ ナ
ー

の低下 とな っ て

現れて きて い るの では ない かと考える，食事 マ ナ
ーの

『い ただきます』『ロに物を入れ話す丑『食べ 残す』喰

べ る速さ』，杜会マ ナ
ーの 『紙 くず捨て』『近所に挨拶』

『手を洗 う遊『席を譲る 』 の 項目 は親子間 で 有意差が認

め られず意識差が少ない ．即 ち現在，親子 で 価値意識

にあまり変化な く，同程度の価値観 をもつ マ ナ
ー項目

と考 えられ る ．こ れ らは 昔か ら食事 の 際に よくい われ

戒め られ，また従前か らの 公衆の 心得 と して い われて

きた基本的生活態度の マ ナ
ー

と考える．しか し 『い た

だ きます』を 除 い て そ の 行動 に は 親子 間 に有意な差が

認め られる，

　｛2＞ 各マ ナ
・一

意識 と行動の 差異

　 マ ナ
ー項 目の散布図 を図 1．図 2 に示す，全体様相

や相対的な各意識 ・行動間差異をみ るため，行動 を横

軸 に 意識 を縦軸に率を表 し，親子の 点 を結 ん だ．食事

マ ナ
ーは社会 マ ナ

ーに比べ る とバ ラ ッ キ が見られ ，3，

4 象限 に も散 らば っ て い る こ とか ら行動 ・意識とも に

全 体にバ ラ ッ キが大きく，こ の バ ラ ッ キ は親世代に も

少なからず認められ，子世代は さらに著 しい と見る こ

と が出来 る ．一
方 ， 社会 マ ナ

ーは ほ ぼ 1象限 にあ り，

全体的に親子 とも行動 と意識 の バ ラ ン ス が とれ，特 に

親 世代は全 8項目 と もマ ナ
ーの行動

・意識が高い とい

える．こ の こ とから食事マ ナ
ーは 社会 マ ナ

ーに 比 べ ，

変化 と低下が認められ る とい える．食事マ ナ
ー

で は 4

象限 に あ る 『回し食べ をする』は親世代 で は行動 は お

こ さな い が意識 は低 い とい える，『1つ の食べ 物 を分

けずに回し食べ する」こ との 是認は従前，個別盛 り付

けが普通 で あっ た食事形式が ，洋風 の食卓テ
ー

ブ ル 形

式に変わ り，次第に健康度，衛生面 の 向上 をバ ッ クに

大皿か ら取り分け和気あい あい と食事をす る食習慣の

広ま りも背景の
一一

つ で はと推察する．3象限に位置す

る食事 マ ナ
ー

の 『食べ る速さ』「テ レ ビを見て 』は親

子と も．行動 も意識 も低い マ ナ
ーとい える．『周囲 と

食べ る速 さをあわす』こ とに は，食事形態 として孤食

の 機会が 少な か らず増 えて い る 状況 で マ イ ペ ー
ス な自

由さを大事にす る思 い が広 まり， 変化へ の 影響力 となっ

て い る と推察す る，『テ レ ビ を見 なが ら食 べ る』は親

子で 意識差はあるが 行動差は少なく低 く，世代 を問わ

な い マ ナ
ーの 変容が最 も伺える．こ れ は テ レ ビ の情報

娯楽機能が発逹 し，忙 しい 生活 の 食卓場面 に 入 り込 み，

今まで の食事マ ナ
ー
，食卓機能に影響を及ぼ して い る

と考え る．テ レ ビは会話の な い 食卓に話題を提供して

くれ る とい う是認 の 面 もある が
， 幼児に テ レ ビで 気を

紛わせ食事をさせ るな どを聞 くと食事を落 ち着い て味

わ うとい う食事本来の あ り方か らは よ い こ ととは 思え

ず ， また
一家団欒におけ る会話な ど コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ

ン の場 として の食卓機能の大事 さ を再考する必要性を

感 じ る．親子 の 違い の 伺え る 『回 し食べ 』 『テ レ ビを

見て蓋の項目に現代社会背景 の 影響 を受けた マ ナ
ー

の

100

80

よ

く

な
い 6D

と

譽
2
意 40

攣
％

20

Oo

」
ひじをつ く

い ただきます
を言 わ ない

　　　 　　　 ふ さわしく！
　　　 　　　 ない話をす る
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図 2．行動 と自分の 意識 （祉会マ ナ
ー
）

＜ず捨て

▲ 親世代

◆子世代

推移 ・変化の 様が読 み取れ る，また意識が低い 3項目

『回 し食 べ 」『食 べ る速 さ」『テ レ ビ を見 て』 の 食事 マ

ナーは子世代で行動 をす る者も多 い こ とか ら従来か ら

の マ ナ
ーに対する意識 ・行動がすで に変化 し て きた マ

ナ ーと考え る ．昭和 40〜50年代の 高度経済成長期に

お い て椅子 に座っ て テ ーブ ル で テ レ ビ を見 つ つ 大 虹噂

か ら取 っ て 食べ る 食べ 方 は 親世代 の 成長過程 で 始 まっ

た食事形式 と思われる．親毯代がそれ らへ の マ ナ
ー意

識の 育た ぬ ままに親に な り，次の子世代へ の躾や価値

観へ 影響を及ぼ して い る段階かと思われ る．社会マ ナ ー

の 臨 を譲 る 』 マ ナ ーで は 親子 と も意識 は 高 い け れ ど

も譲ら な い 人が多 く特に子 に著 しい ．他者へ の 関心度

が ある場合で も，よ い 行動 をする場合 の 若者特有 の 他

者 へ の は に か み が行動を抑制 して い る と も思 わ れ，よ

い マ ナ
ー

をす る社会 的雰囲気の醸成 も望 まれ る．

　（3） マ ナ
ー

と基本的質問項目との 関連牲

　 マ ナ
ーと関連が ある と思われ る基本的質問項 目の祖

父母との 同居経験，性格特性，子供時代にマ ナ
ー

の 注

意をよ くされたか，お よ び最近 の 食事状況な ど と食事

マ ナ
ー ・社会 マ ナ

ー
項目の 「す る T しない 」行動 との

関連性 を見るため，カイ 2乗検定 した結果 を表 3，表

4 に 示 す．親世代 の 祖 父母 との 同居経験 は 55．9％

（幼児期 44．O，学童期 38．0，中学 31．2，高校 26．1％）

子世代 は 41．6％ （幼児期 31．！k，学童期 25．9，中学

22．1，高校 21．196）で あ り，親世代の 方 に 同居経験が

やや多い が ，
マ ナ

ー
行動 との 関連性は親世代で は認め

られなか っ た．子世代で 『ひ じをつ く』，『地べ た座 り』

『電 車で携帯』『電車で化粧』『席を譲る重の計 5 項 目

と関連性の ある傾向が見 られ た．対象者 の 性格特性 と

して 社交性がある と思 う自覚は親 45．5％ r 子 41，9％，

協調性 が あ る の は 親 77．6％ ，子 61、7％，従 順性が あ

る の は親 39．5％，子 36．896の 状況で あ っ たが，性格

特性の 中で は協調牲，従順性に 比べ ，社交性と よ り関

連性が認め られ，親世代は 『い ただきます』「回 し食

べ 』「食べ 残す』，『近所に挨拶』 の 4 項目 と，子世代

は 『回 し食べ 』『食 べ る速 さ』 2 項 目， 『地 べ た 座 り』

『席 を譲 る』以外の 社会 マ ナ
ー 6項 目，計 8項目 と関

連性 の ある傾向が見 られた，個入 の 性格 とマ ナ
ー

の 関

連性で ，大坊が心理学的立場から化粧マ ナ
ーを中心に

検討して お り，マ ナ ー行動は個人 の パ ー
ソ ナ リ テ ィ特

性の 中で おおむね社会的に積極的な外向性 と関連が 強

い と述べ て い る
T），こ の外向性は今回 の社交性に対応

するとも考える，子供時代家庭で食事マ ナ
…

の 注意 を

受け て い たか否かは親世代 で よく受けた 36．4％．時々

52．5％，子世代で よ く受けた 39．4％，時々 53，6％ ，社

会マ ナ
ー

は親世代で よ く注意 を受けた 32、7％ ，時 々

52．5％ ，子世 代で よ く受けた 30．4％ ，時々 は 59．8％

で ，親子世代間差は少な く，社会マ ナ
ーよ りも食事 マ

ナーの ほ うが若干よ く注意を受けたと思 っ て い たが，

食事 マ ナーへ の注意 と各マ ナ
ーとの 関連性で は親子 と

54 （416）
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大阪府内の 女子大生親子世代 間 に お け る 食事マ ナ
ーと社会 マ ナ

ー
の 現 状 と意識

表 5．食事 マ ナ
ーと社会マ ナ

ーの相関 （行動頻度）
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　 　 　 　 　 　 　 　 食事 マ ナ
ー
　　食事申ふさわ 豐

世 代　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 しくない 謡 　 雌
　 　 　 社会 マ ナ

ー
　　　 　　　　　 　　をする　　 　 を：言ユ

ひじを　　　 食事中に　　　1っ のものを　嫌いなものを
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ル の相 関係数　　　＊P〈 0．05　 ＃ PくO．01　 ＊＊ ＊PくO．OOl
下線 マ ナ

ー
はよい マ ナ

ー
と認識される マ ナ

ー
項 闘

も関連性 は 認 め ら れず，姓会マ ナーへ の 注意 との 関連

性で は親世代の 『口 に物入れ話す』， 『手を洗 う』，子

世代 の 『テ レ ビを見て』，『席 を譲 る』の 各マ ナ
ー

それ

ぞれ 1 項目に関連性が 見ら れ た ．食事状況で は対象者

の 最 近 の 1週 間 に おけ る朝食欠食は 0 回親 91．6％ ，

子 65．0％で あり，朝食欠食は 親世代で は 『食べ 残す」，

『近所に 挨拶』 の 2 項 目 と
， 子世代 は 『地 べ た 座 り』

『手を洗う』『電車で 菓子』『電車で 化粧』 の 社会マ ナ
ー

4 項 目 と関連性 が見 られ た．夕 食は 外食が 0 圄親

80．2％，子 55．2％ ，欠食は 0 回親 99．0％，子 90．2％

で
， 夕食を家族 と食事 し た 回数は親世代で 7 回 68．9

％，0 回 2．4％ ， 子世代 で 7 回 27．2％ ，0 回 10，1％ ，

夕食を友人 と食べ た回数は 0 回親 9ユ％，子 53．6％ と

食事状況は親子世代間で やや異な っ てお り，夕食 を家

族 と食べ る 回数は親世代で は 『ひ じをつ く』『近所に

挨拶』『手 を洗 う』 3 項 目 と，子世代は 『い ただ きま

す』『回 し食べ 』『食べ 残す』 の 食事 マ ナ
ー
，『電車で

携帯』『電車で化粧』『席 を譲る』の社会 マ ナ
ー，各 3

項目計 6項 目と関連性が見られ た ，夕食を友人 と食べ

る 圃数は親 世代 で は 『ひ じを つ く』『回 し食べ 』 の 2

項目と，子世代で は 『回 し食 べ 』『食べ 残す』 2 項目，

『紙くず捨て』『地べ た座 り』『手 を洗 う』『電車で携帯』

『電車で 化粧』の 社会マ ナ ー 5 項目，計 7 項 目 と関連

性 の ある傾向が見 られ た．親世代 と比べ ると子世代に

マ ナ
ー
項目 との 関連性が多く見ら れ る こ とか ら T 子世

代の マ ナ
ー行動に は個入特性や食事状 況が 少な か らず

影響力 を与えて い る こ と が示峻され た ．

　  　食事マ ナ
ーと社会マ ナ

ーの 関連性

　食事マ ナ
ーと社会マ ナ

ー項目の相関を表 5 に示す，

「よ い 」 との 認識度 の 高い 食事マ ナ
ーと 「よ い 」 との

認識度 の 高 い 社会 マ ナ
ー，「よ くな い 」 と の 認識度 の

高 い 食事マ ナ
ー

と 「よ くない 」 との 認識度の 高い 社会

マ ナーで 正 の 相関 を示 し，食事マ ナ
ー

の よ くない 子は

社会マ ナ ーもよくな い ．こ れ ら食事マ ナ
ー

と杜会 マ ナ
ー

の 関連性が認め られ，「食事マ ナ
ー

はよい 」が ，「社会

マ ナ
ーは よ くな い 」とい う子世代は い ない こ とか ら，

マ ナ
ー

教育を考える場合は食事マ ナ ーと社会マ ナ
ー

を

区熨す る こ と な く教育する こ とで そ の 効果も期待で き

る と考える，佐藤 らは家庭科教育の 在 り方 に お け る高

校生 の 食生活で の価値意識の調査 で 高校生 は杜 会志向

性価値意識 に 関 し て 「食事 マ ナ
ー

の 心得」 「他 の 入 の

気持 ち に なれ る こ と」「周囲との調和の 重視」 をあげ

た
G ） と して い る が ，こ の高校生 の 重視する 3項 目はマ

ナ
ー
行動や マ ナ

ー
教 育に直に結びつ く意識項目と思わ

れる．また主体的行 動 の 取れ る 生徒 は食生活に おけ る

価値意識が高 く，社会 ・個人志 向性価値意識 の 金て の

項 目に認識が高い
9 ：

と述 べ て い るが ， 食生活 に おけ る

価値意識の 認識が高い ほ ど主体的行動の取れる人間 と

な りうる と考え る こ とが可能ならば食事へ の 価値認識

の 啓蒙は 大変意味がある こ ととも思 わ れ る．今回の 調

査項目に おける マ ナ
ー行動は ，人 目が よ り多い と思わ

れ る社会マ ナ ーに比 べ て ，まだ家族内で の 機会の 多い
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食事マ ナ
ーの ほ うが意識 ，行動と もに変化 し低下 して

きて い る．マ ナ
ーは時代 と ともに 変化 もする と思 わ れ

る．またマ ナ
ー

は学校教育や就職活動などの 機会で も

修得され る と思われ る．しか し日常の基本的な マ ナ
ー

修得に は食事 の あり方を含め
， 従前か ら行わ れ て きた

ように身近 に家庭内で毎 日繰 り返 される食事 ・食卓の

場 を生 か して 親か ら子へ と意識 ・行動を高め る機会を

持つ こ とが大事 と思 わ れる．ア ン ケ
ー

ト結果か ら考え

る と マ ナ
ー意識 ・行動を高める機会 を今持 ち続 けて い

かない と次の世代で はさらに時代様相を反映 して マ ナ
ー

意識が変化 し，公共空間で の マ ナ
ー行動が相対的に低

下 して い くと懸念され，双方 の マ ナ
ー教育の 重要性が

認識 される．今後は こ れ ら意識，行動が変容 して い る

要因につ い て も検討 して い きた い ．

　 4t 要　　約

　食事マ ナ
ー

と社 会マ ナ
ー

の現状 とそ の意識の 状況 を

把握 し，食教育の 一環 として の今後の マ ナ
ー教育の手

立 て とするため に，食事マ ナ
ー，杜会マ ナ ーに関 し各

8 マ ナ
ー項目を選 び女子大生 とその 親の 世代 に対 し ア

ン ケ
ー

ト調査 し，以下 の よ うな結果 を得た．

　1） 調査 マ ナ
ー
項 目の 食事 マ ナ

ー
，社会 マ ナ

ーと も

に 親世代 が子世代 に 比 べ 全体 に マ ナ
ー

が よ か っ た．

　2＞　 マ ナ
ー

の 意識 よ りもマ ナ
ー

の行動に お い て．よ

り親子間 の 差が認め られた．

　3） 親子とも，よ くない と認識され る マ ナ
ーをする

者に は 「よ くない と思う」意識の者が減 り，「どち ら

ともい えない と思 う」の 意識 の 者が多くな っ た ．

　4）　よくない と認識されるマ ナ
ー

をする者に は 「他

者 の そ の 行動は気 に ならな い 」の 意識が多 くな り，マ

ナー行動に は他者の 行動を容認す る 意識が伴 うとい え

る．

　5＞ 食事マ ナ
ー

の 『1 つ の 食べ 物を分けず に 回 し食

べ をする』「ひ じ を つ い て 食べ る』『食事中 にふ さわ し

くな い 話をする』，社 会マ ナ
ー

の 『電車内 で 化粧 をし，

ブ ラ シ で 頭髪 を整える』『口常の 電 車内 で パ ン や菓子

な ど を食べ る』『駅な どの 公共の場で 地面 に座 り込む』

は行動 ・意識 ともに親子間に差が認め られ た．近年目

にする よ うに な っ た マ ナ
ーが多く， 親世代 は行動 しな

い ，子 世代中心の行動項 目として見出せ た．

　6）　 食事マ ナ
ー一

の 『い た だ きます／ご ちそ うさま を

言 う』『食事中 に 口 に 物 を 入 れ た まま話す』『嫌 い な も

の を食べ 残す こ とが ある』『周囲 と食 べ る速 さをあわ

す』や社会マ ナ
ーの 『道やプラ ッ トホ ーム に空缶 ・紙

屑を捨 て る 』『近所 の 人 に あい さつ をする 畫嫁 に帰っ

た ら手を洗う』『電車内で他人 に席 を譲る』は親子間

の 意識の差が少なか っ た，親子で現在，同 じ程度の価

値観 の マ ナ
ーと い え，

こ れ らは昔か ら食事の 際 に よ く

い われ，また従前か らの 公衆 の 心得的なもの とい える．

　7） 食事マ ナーの 『1 つ の 食べ 物 を分けずに回 し食

べ する』『周囲 と食べ る速さをあわ さない 』『テ レ ビ を

見なが ら食べ る』は親子 とも，意識が低 い と認め られ

た．特に子段代に行動 をする者も多 い こ とか ら意識 ・

行動 ともに変化 して い る マ ナ
ーとい える．

　8） 子世代 の マ ナ
ー
行動は親世代 と比べ る と，個 人

特性 （祖父母との 同居経験，性格）や食事状況 （朝食

を欠食，夕食を家族 と食べ る，友人 と食べ る）の 影響

力が 見 られ た ．　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　9＞ 調査項目の 食事マ ナ
ー

は社会マ ナ
ー

に 比べ て変

化 と低下 が認め られ た こ とか ら，身近な毎 日の 食事 ，

食卓で の 親子 間で の マ ナ
ー

教育の 必要性が認識 された．

　10） 食事マ ナ
ーと社会マ ナ

ー
問 に 正 の 相関が認 め

られ た ，「食事マ ナ
ーは よ い 」が ， 「社会 マ ナ

ー
は よく

ない 」とい う子世代 は い な い こ とか ら，区別すること

な くマ ナ
ー

教育する 必要性があ る．
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